














































・その 3 つの違いをわかってない人も、いるとゆうのが現状です（M17K011） 
【CHJ】 
・あなたの御研究をわかつてくれる時がまゐりますわ。（60M 婦倶 1925_12189） 
・解らぬ事を解つた様に見せねばならぬ如きは（60M 太陽 1917_08005） 
・自分だけの仕事を解らずながらに勉強する方が却て面白いと思ふ（60M太陽1909_12044） 
【COJADS】 
・それをわかりもしないで。（ソレワガンモスネデ）（07_b_001） 
・自分の車の宿を分かっていて（ズブンノクルマノヤｎドワガッテデ）（04_c_010） 
【I-JAS】 
・警官はまちがいをわかったからあやまって帰りました。（TTR43-SW2） 
・本当の、意味をわかりました（CCM06-l） 
・公園の行き方を分からなかったので、地図を見ました。（EAU11-SW1） 
 
・考察 
 自動詞に分類される「分かる」の対象はガ格をとって明示されるのが原則であるが、日本
語母語話者においても、類義語「理解する」に重なる準他動詞的な意義特徴を有す場合を中
心にヲ格の使用が多数見られた。しかし、学習者の用いる「を分かる」には「理解する」と
意義的に重ならない場合の使用例も多数見られ、広く混乱が生じていることが推測される。 
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